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◆
形
成
外
科
と
は

体
表
面
に
近
い
部
位
を
頭
か
ら
足

の
つ
ま
先
ま
で
の「
腫
瘍
」、「
外
傷
」、

「
先
天
異
常
」
を
治
療
し
ま
す
。

き
ず
あ
と
を
目
立
ち
に
く
く
す
る

こ
と
か
ら
、
前
述
の
様
々
な
理
由
で

失
っ
て
し
ま
っ
た
機
能
を
も
と
の
状

態
に
近
づ
け
る
機
能
的
な
再
建
を
行

い
ま
す
。

◆
形
成
外
科
と

整
形
外
科
と
の
違
い

重
複
す
る
分
野
も
多
く
、
地
域
に

よ
っ
て
も
様
々
な
違
い
が
あ
り
ま
す

が
、
整
形
外
科
が
「
身
体
の
運
動
機

能
」
に
よ
り
特
化
し
て
お
り
、
形
成

外
科
は
や
け
ど
、
先
天
異
常
な
ど
で

発
生
し
て
し
ま
っ
た「
欠
損
の
充
填
」

に
特
化
し
た
診
療
科
と
言
え
ま
す
。

形成外科医長

金城 勇人
きんじょう    ゆうと

特
集
1
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◆
形
成
外
科
と

美
容
外
科
と
の
違
い

美
容
外
科
は
技
術
的
に
は
形
成
外

科
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
延
長
上
に
存

在
す
る
診
療
科
で
す
。
そ
の
た
め
、

似
通
っ
た
技
術
、
方
法
論
で
診
療
を

行
い
ま
す
が
、
形
成
外
科
は
失
っ
た

組
織
、
機
能
を
「
元
の
状
態
に
近
い

形
態
、
機
能
」
を
補
う
こ
と
で
、
患

者
さ
ん
の
生
活
の
質
の
向
上
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

美
容
外
科
は
身
体
の
欠
損
、
変
形

を
矯
正
す
る
の
で
は
な
く
、
正
常
な

身
体
を
「
よ
り
美
し
く
」、「
よ
り
き

れ
い
」
に
す
る
こ
と
で
ご
本
人
の
精

神
的
な
負
担
の
軽
減
、
除
去
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
当
院
形
成
外
科
で
行
う

主
な
診
療
（
抜
粋
）

◆
受
診
方
法

腫
瘍

外
傷

先
天
異
常

そ
の
他

皮
膚
、
皮
下
の
腫
瘍
の
摘
出

欠

損
が
大
き
い
場
合
は
局
所
皮
弁

術
、
皮
膚
移
植
な
ど
で
創
の
早
期

閉
鎖
を
行
い
ま
す
。

軟
部
組
織
損
傷
、
熱
傷
、
顔
面
骨

骨
折

臍
ヘ
ル
ニ
ア（
で
べ
そ
）、多
指
症
、

合
指
症
、
舌
小
帯
短
縮
症
、
乳
児

血
管
腫
、
単
純
性
血
管
腫
（
赤
あ

ざ
）

眼
瞼
下
垂
症
、
睫
毛
内
反
症
（
逆

さ
ま
つ
げ
）、腋
臭
症
（
わ
き
が
）、

脱
毛
レ
ー
ザ
ー
（
自
費
診
療
）

   

常
勤
医
1
名
・
信
州
大
学
形

成
再
建
外
科
か
ら
の
非
常
勤
医

師
1
名
（
月
1
回
の
外
来
診
療
）

で
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

月
曜
、
木
曜
は
午
前
、
火
曜
、

水
曜
は
午
後
に
外
来
を
行
っ
て

い
ま
す
。

月
曜
、
木
曜
の
午
後
、
金
曜

に
手
術
、レ
ー
ザ
ー
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。

紹
介
・
予
約
制
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
受
診
の
際
は
形

成
外
科
外
来
ま
で
、
お
電
話
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■形成外科の外来診療予定表

特集 1 形成外科

形成外科は紹介・予約制です

火 水 木

金城 （レーザー） -
金城/

大学医師（月1）
（外来手術） -

（外来手術） 金城 金城 手術 - -
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当
院
形
成
外
科
で
行
う
特
徴
的
な
診
療

瞼
が
垂
れ
て
開
き
づ
ら
く
な
っ
た

り
、
視
界
が
狭
く
な
っ
た
り
す
る
状

態
で
す
。

こ
の
状
態
は
年
を
取
っ
た
り
す
る

こ
と
で
起
き
る
変
化
、
ま
た
は
瞼
を

こ
す
り
続
け
た
り
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
を
長
期
間
使
用
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
る
刺
激
で
瞼
の
骨
組
み
の
板

（
瞼
板
）
か
ら
瞼
を
持
ち
上
げ
る
筋

肉
（
上
眼
瞼
挙
筋
）
が
外
れ
る
こ
と

に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。

上
眼
瞼
挙
筋
が
瞼
板
か
ら
外
れ
る

と
瞼
を
開
け
よ
う
と
し
て
も
思
う
よ

う
に
開
か
な
い
為
、
無
意
識
の
う
ち

に
眉
毛
を
上
げ
る
こ
と
で
瞼
を
上
げ

て
、
ま
た
は
、
あ
ご
を
上
げ
て
も
の

を
見
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
影

響
で
頭
痛
、
肩
こ
り
な
ど
の
症
状
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

当
科
で
は
ゆ
る
ん
で
は
ず
れ
て
し

ま
っ
た
腱
膜
を
瞼
板
に
と
め
な
お
す

手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
局
所
麻
酔

の
手
術
で
1
時
間
〜
1
時
間
半
程
度

で
終
了
し
ま
す
。
術
後
は
い
っ
た
ん

強
く
瞼
が
腫
れ
る
た
め
1
泊
2
日
の

入
院
加
療
を
お
勧
め
し
て
お
り
ま

す
。瞼

が
下
が
っ
て
視
界
が
邪
魔
さ
れ

て
い
る
症
状
は
勿
論
、
瞼
が
下
が
っ

て
い
る
こ
と
が
原
因
で
頭
痛
、
肩
こ

り
の
訴
え
が
あ
る
方
も
手
術
に
よ
り

改
善
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
わ
き
が
」
と
言
わ
れ

る
も
の
で
す
。
腋
の
下
が
独
特
の
臭

い
を
放
つ
も
の
で
、
汗
腺
の
一
種
で

あ
る
ア
ポ
ク
リ
ン
腺
の
分
泌
が
活
発

に
な
る
の
が
原
因
で
す
。
一
般
に
、

ア
ポ
ク
リ
ン
腺
か
ら
出
る
新
鮮
な
汗

は
無
臭
で
す
が
、
皮
膚
表
面
の
細
菌

に
よ
っ
て
汗
の
成
分
が
分
解
さ
れ
、

独
特
の
臭
い
を
発
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

臭
い
だ
け
で
な
く
汗
そ
の
も
の
の

量
が
多
か
っ
た
り
、
衣
服
の
わ
き
の

部
分
に
黄
色
い
シ
ミ
が
で
き
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
外
用
薬
を
塗
る
方
法
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。
外
用
を
く
り

か
え
し
て
い
く
こ
と
で
汗
腺
か
ら
つ

な
が
っ
て
い
る
汗
管
を
変
性
さ
せ
て

汗
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
短

期
間
で
中
止
す
る
と
元
に
も
ど
り
ま

す
が
、長
期
間
使
い
続
け
て
い
る
と
、

汗
腺
が
退
縮
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
の
で
、
根
気
強
く
外
用
を
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

症
状
が
重
か
っ
た
り
、
外
用
薬

で
思
っ
た
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ

な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
局
所
麻

酔
に
よ
る
手
術
療
法
を
行
い
ま
す
。

腋
の
皺
の
線
に
沿
っ
て
毛
の
生
え
て

い
る
と
こ
ろ
に
2
〜
3
本
の
切
開

を
加
え
、
ア
ポ
ク
リ
ン
腺
の
除
去

を
行
い
ま
す
。

術
後
は
創
の
安
静
の
た
め
1
週

間
程
度
の
入
院
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
1
週
間
後
に
外
来
で

抜
糸
し
ま
す
。

 

 

腱
膜
性
眼
瞼
下
垂
症

腋
臭
症

け
ん
ま
く
せ
い
が
ん
け
ん
か
す
い
し
ょ
う

え
き
し
ゅ
う
し
ょ
う

ま
ぶ
た

け
ん
ば
んじ

ょ
う
が
ん
け
ん
き
ょ
き
ん
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Gentle LASE 症例写真

レ
ー
ザ
ー
治
療

V
b
e
a
m

単
純
性
血
管
腫
、

イ
チ
ゴ
状
血
管
腫

（
乳
児
血
管
腫
）

い
ず
れ
も
生
ま
れ
つ
き
、
幼
少
期

よ
り
存
在
す
る
い
わ
ゆ
る
「
赤
あ
ざ
」

で
す
。

後
者
は
自
然
消
退
が
期
待
で
き
ま

す
が
、
前
者
は
自
然
消
退
が
期
待
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
自
然
消
退
が
見
ら

れ
た
と
し
て
も
皺
状
の
傷
あ
と
に

な
っ
て
消
退
す
る
、
瘢
痕
を
残
り
に

く
く
す
る
た
め
に
色
素
レ
ー
ザ
ー

（Vbeam

）
治
療
、
ス
テ
ロ
イ
ド
局

所
注
射
療
法
、
内
服
薬
治
療
な
ど
症

例
に
合
わ
せ
て
様
々
な
治
療
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

毛
細
血
管
拡
張
症

い
わ
ゆ
る
「
赤
ら
顔
」、
顔
面
の

毛
細
血
管
が
拡
張
し
、
紅
斑
、
丘
疹

を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
色
素

レ
ー
ザ
ー
（Vbeam

）
で
の
治
療

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

G
e
n
t
l
e 

L
A
S
E

脱
毛医

療
用
脱
毛
レ
ー
ザ
ー
（G

entle 
LASE

）
に
よ
る
脱
毛
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
一
般
的
な
脱
毛
サ
ロ
ン
の
光

脱
毛
と
比
較
し
照
射
回
数
が
少
な

く
、
治
療
期
間
が
短
い
の
が
特
徴
で

す
。

＊
脱
毛
治
療
は
自
費
診
療
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Before After Before After

ワキ ビキニライン

実際の症例

特集 1 形成外科

保険適用

単純性血管腫

イチゴ状血管腫

毛細血管拡張症

にきび

若返り

傷跡

イボ

しみ

保険適用外
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新病院整備第Ⅰ期工事も既に 98.3％の進捗率で終盤を迎えています。こ
の度 6 月 1９日（月）より新エントランス（玄関）が完成し使用開始になり
ました。今まで県道沿いの東棟のエントランスホールから入って、仮渡廊下
を通って受付けに来ていただいていましたが、新エントランス完成により入
口から受付までの距離が短縮されました。
同時に今までの送迎車の乗降場のロータリーの改修工事が始まりましたの
で、この改修工事が終わるまでは一時的に送迎車は病院西側からの出入りに
なります。また、病院南側の駐車場等の外構工事も今年 10 月の竣工に向け
て最後の追い込みに入っています。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
玄
関
）
と

東
渡
廊
下
の
引
取
り

平
成
29
年
６
月
16
日
に
新
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
と
東
渡
廊
下
の
引
取
り

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
工
事
概
要

及
び
経
過
報
告
後
、
現
場
視
察
を

行
い
、
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
し
、

施
工
業
者
よ
り
竣
工
書
類
が
受
け

渡
さ
れ
引
取
り
が
無
事
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

現場を視察し最終確認をおこなう

施工業者より書類を受け取る小池統括院長と宮下院長

再構築のあゆみ特集 2
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出入口 出入口風徐室 1

保険証確認カウンター

総合案内
カウンター

ATM

自動販売機

売店

受付

公衆電話・有線電話 車いす、歩行器、カート等

風徐室 2

エントランス
ホール

待合椅子

ホ
ス
ピ
タ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
↓

売店は「ニューヤマザ
キデイリーストアーＪ
Ａショップすずらん」
として７月 24 日にオー
プン予定です。

再来受付機

新
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
玄
関
）
の
位
置

本館棟

中央棟

東棟

ホ
ス
ピ
タ
ル
ス
ト
リ
ー
ト

東
渡
廊
下
（
２
・
３
Ｆ
）

<工事中＞

<工事中＞

新
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
玄
関
）
は
中
央
棟
の

北
側
に
突
き
出
た
形
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
本
館
棟
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
ス
ト
リ
ー

ト
の
延
長
線
上
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
玄
関

を
入
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
受
付
か
ら
外
来
に
直

結
す
る
シ
ン
プ
ル
な
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
長
い
仮
設
廊
下
を
歩
い
て
頂
い
て

い
ま
し
た
が
、
一
挙
に
移
動
距
離
が
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央
棟
と
東
棟
の
２
・

３
階
部
分
は
渡
り
廊
下
（
東
渡
廊
下
）
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
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今
後
は
駐
車
場
を
含
め
た
外
構
工
事
が
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
送
迎
で
利
用
し
て
い

た
だ
い
た
ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
修
工
事
が
８
月
末
の
終

了
を
目
指
し
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
の
ロ
ー
タ
リ
ー
は
立
ち
入
り
禁
止
と
な
り
ま
し

た
。
新
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ
は
上
図
の
様
に
一
時
的
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
県
道
か
ら
病
院
西
側
の
市
道

を
経
由
し
、
新
ロ
ー
タ
リ
ー
へ
入
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。新

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前
は
、
外
構
工
事
中
の
た
め
、

一
般
の
方
の
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。
但
し
、
車
椅
子

等
の
専
用
駐
車
場
は
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
９
月
か

ら
は
、
従
来
通
り
病
院
正
面
か
ら
直
接
車
の
出
入
り

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
横
お
よ
び
病
院
南
側

に
新
た
に
駐
車
場
を
設
置
し
ま
す
。
駐
車
場
の
混
雑

も
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平
成
25
年
に
着
工
し
た
新
病
院
整
備
第
Ⅰ
期
工
事

も
４
年
を
超
え
る
歳
月
を
費
や
し
、
よ
う
や
く
ゴ
ー

ル
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
い
ま
し
ば
ら
く
ご
不
便

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

外
構
工
事
と
竣
工
ま
で
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今回は妊娠から出産にかけて私たちの取り組みについて紹介さ

せていただきます。

当院での、昨年度の分娩件数は 734 件となっており、長野市

のみならず県内外からの里帰り分娩の方も多くいらしています。

妊婦健診の中には医師の診察とは別に、助産師が 1 対 1 で話を

聞かせていただき、保健指導をする助産師外来を行っています。

安心した出産を迎えるために

2
なかなか診察の際には話すことのできない、聞きたかったけど聞く事ができなかったこ

とについてもゆっくり聞いていただく時間が持てます。

また、マタニティークラス・ファミリークラスとして全 4 回、集団で妊娠中のこと、

出産に向けてのこと、育児のことについてお話しをする機会を設けています。予約は不

要で、自分の妊娠週数に合わせて参加していただくことができます。同じ時期に出産す

る妊婦さんとの関わりを持つことができ、同じ気持ちや悩みを共有することができます。

妊娠・出産・育児について初めてでイメージが湧かない方でもイメージがつき、出産・

育児が楽しく迎えられるような会を目指しています。出産についての話の中には出産の

劇を見る機会もあり、「リアルでした…。」「感動しました。」と感想をいただいています。

目を閉じて赤ちゃんや出産をイメージする「イメジェリー」といった取り組みも行って

います。

平成 26 年 5 月より新しい病棟では“陣痛・分娩室”となり、陣痛から出産までを移

動せずに個室で過ごすことができるようになりました。さらに、当病棟では立ち会い出

産は“産婦さんが希望する方”であれば誰でも立ち会うことができ、お子さんの立ち会

いも増えて来ています。出産は 1 人で乗り越えられるものではないので、ぜひご自身が

立ち会って欲しいと思う方と一緒に生命の誕生の瞬間に立ち会っていただければと思い

ます。

当院は小児科も迅速な対応ができるよう密に連携をとっています。そのため産婦さん

も赤ちゃんも安心して出産に臨むことができます。地域周産期母子医療センタースタッ

フ一同 1 人 1 人の出産を全力でサポートいたします。
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救急看護認定看護師

認定看護師シリーズ⑬

救

と
の

会
い

の
救

医

救
急
看
護
の
経
験
を
積
む
ほ
ど

「
私
か
ら
経
験
則
を
取
っ
た
ら
何
が

残
る
の
か
」「
知
識
や
技
術
を
、
自

信
と
根
拠
を
持
っ
て
提
供
で
き
て
い

る
の
か
」
悩
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
と

き
、
あ
る
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
救
急
は

患
者
さ
ん
と
関
わ
る
時
間
が
短
い
か

ら
、
看
護
が
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。救
急
看
護
を
説
明
し
よ
う
に
も
、

言
語
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
私
は

救
急
看
護
を
極
め
た
い
、
救
急
に
も

看
護
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
い
、
そ

当
院
は
地
域
型
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
認
可
取
得
に
向
け
て
、
救
急
患

者
へ
の
対
応
の
強
化
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
の
救
急
搬
送
件
数

4
6
5
7
件
。
こ
の
う
ち
約
6
3
0

名
が
重
症
救
急
患
者
で
す
。
県
内
の

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
実
績
と
ほ
ぼ

変
わ
ら
ず
、
し
っ
か
り
と
対
応
で
き

も
そ
も
看
護
と
は
何
か
と
考
え
、

も
っ
と
看
護
と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば

と
感
じ
、
認
定
看
護
師
を
目
指
す
決

意
を
し
ま
し
た
。

2001 年に当院では救急科と ICU・
救急病棟が設置され、私は翌年、
手術室から救急病棟へ異動しまし
た。今までの看護人生の大半を救
急医療とともに歩んでいます。

小林 健一
救命センター



救

と

る
実
績
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
院
は
長
野
市
消
防
局
、
千
曲
坂
城

消
防
本
部
、
松
本
広
域
消
防
局
の
谷

間
に
位
置
し
、
救
急
搬
送
を
多
方
面

か
ら
受
け
入
れ
や
す
い
地
理
的
特
徴

が
あ
り
、
短
時
間
に
5
台
6
台
と
受

け
入
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

救
命
セ
ン
タ
ー
は
、
E
R
（
救
命

救
急
室
）
エ
リ
ア
と
救
急
病
棟
10
床

で
成
り
立
ち
ま
す
。E
R
エ
リ
ア
は
、

救
急
車
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
送
さ

れ
た
患
者
さ
ん
や
外
来
や
病
棟
で
の

急
な
容
態
の
変
化
に
対
応
す
る
場
所

で
す
。
こ
の
E
R
エ
リ
ア
が
私
の
働

く
場
所
で
す
。
救
急
病
棟
は
お
も
に

夜
間
の
入
院
を
担
当
し
、
昨
年
度

1
4
2
9
名
の
入
院
が
あ
り
ま
し

た
。救

急
看
護
師
は
外
科
系
や
内
科

系
、
小
児
科
な
ど
で
経
験
を
積
ん
だ

ス
タ
ッ
フ
が
多
く
、
個
々
が
強
み
を

持
っ
て
い
ま
す
。
救
急
看
護
は
あ
ら

ゆ
る
疾
患
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
対

象
に
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
経
験
が

看
護
実
践
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

救
急
看
護
師
は
、
受
診
者
の
緊
急

性
を
判
断
す
る
的
確
な
判
断
力
や
主

訴
か
ら
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
能

力
、
観
察
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
救
急
医
療
の
第
一
義
「
生
命
を

守
る
」
た
め
に
様
々
な
技
術
を
確
実

に
実
施
す
る
手
際
良
さ
が
必
要
で

す
。
さ
ら
に
、
医
師
を
は
じ
め
、
他

職
種
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
他
者
を
思
い
や
る
気
持
ち

と
協
調
性
を
意
識
し
ま
す
。
救
急
医

療
を
必
要
と
す
る
と
き
、
患
者
も
家

族
も
心
身
と
も
に
危
機
的
な
状
況
で

す
。
最
初
に
関
わ
る
救
急
看
護
師
の

対
応
に
よ
っ
て
、
社
会
復
帰
ま
で
の

回
復
時
間
や
医
療
と
の
信
頼
関
係
の

構
築
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

兼
ね
な
い
立
ち
位
置
に
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

院
内
で
オ
レ
ン
ジ
色
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し
て
い
る
ス
タ
ッ

フ
を
見
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
（
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
の
サ
ポ
ー

タ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
笑
）
オ
レ

ン
ジ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
、
救
急
看
護

の
使
命
と
責
任
を
も
っ
た
熱
い
救
急

看
護
師
で
す
。
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と
は

か
の
未
来

後
に
～

の

わ
り

カ

ド

   
 

   
 

      
 
 

     
     

 

看
護
師
は
患
者
さ
ん
の
回
復
を
支

援
す
る
た
め
、
自
己
研
鑽
を
図
り
、

看
護
の
専
門
性
を
追
求
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
看
護
、
看
護
と
い
う

け
れ
ど
、
看
護
と
は
何
か
？
説
明
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
看
護
の
成
果

を
明
確
に
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
地
域
の
皆
さ
ん
は
看
護
を
ど
う

捉
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
医
療
は

病
院
完
結
型
か
ら
地
域
完
結
型
医
療

へ
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。
救
急
搬
送

さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
う
ち
、
約
半
数

を
高
齢
者
が
占
め
て
い
ま
す
。
独
居

世
帯
、
老
々
介
護
な
ど
多
く
の
問
題

が
あ
る
な
か
で
、
慢
性
的
な
病
気
を

持
っ
て
住
み
慣
れ
た
地
域
へ
戻
り
ま

す
。
こ
の
方
々
は
、
ま
た
救
急
患
者

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
救
急

看
護
師
と
し
て
、
い
か
に
こ
の
よ
う

な
方
々
を
支
え
る
た
め
に
活
動
の
幅

を
広
げ
ら
れ
る
か
が
重
要
な
こ
と
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
訪

問
看
護
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
介

護
施
設
、
地
域
住
民
な
ど
と
顔
の
見

え
る
関
係
を
作
り
、
こ
の
よ
う
な
患

者
さ
ん
を
皆
で
支
え
合
い
、
重
症
化

を
予
防
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
予
防
活
動
を
ふ
ま
え
た
シ
ー

ム
レ
ス
な
救
急
看
護
の
構
築
が
必
要

な
時
代
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
地
域
完
結
型
医
療
に
む
け
て
、

こ
れ
か
ら
は
看
護
全
体
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

今
年
50
周
年
を
む
か
え
た
病
院
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
地
域
の

皆
様
とN

ext Stage

へ
」
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
看
護
も
「
地
域
の
皆
様

とN
ext Stage

へ
」
が
目
標
で
す
。

認
定
看
護
師
教
育
課
程
に
は
他

病
院
で
の
臨
地
実
習
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
の
指
導
者
が
、
受
け
持
た

せ
て
い
た
だ
い
た
家
族
に
「
認
定

看
護
師
の
タ
マ
ゴ
で
す
が
、
認
定

が
受
け
持
ち
な
の
で
良
く
な
り
ま

す
よ
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
大
き

な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
し
た
。
認
定

資
格
取
得
は
通
過
点
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
新
た
な
高
み
へ
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
あ
の
時
の
指
導
者
の
言
葉

に
近
づ
け
て
い
る
の
か
自
問
し
、

認
定
証
カ
ー
ド
を
見
て
、
身
を
引

き
締
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
当
院
の
救
急
医
療
・

看
護
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。



の か り つ の

お医者
ご 介

その

40

安川整形外科クリニックみやばやし小児科アレル 科

院長 安川 幸廣 先生院長 宮林 容子 先生 

平成 14 年 4 月に千曲市の屋代高校正門前に開
院いたしました。勤務医時代は脊椎外科が専門で
したが、現在は外傷、関節疾患、リウマチ性疾患
など整形外科全般ついて診療しております。外来
では簡単なブロック治療、関節内注射、怪我の処置、
骨折の治療、物理療法（機械・器具を用いる治療）
を主体としたリハビリ治療などを行っています。
また詳しい検査や手術が必要な患者さんについて
は、ご希望の病院があればその病院に紹介するよ
うにしておりますが、ご希望の病院がない場合も
患者さんの疾患にとって最も適した病院を紹介す
るように心がけております。15 年前、地域医療に
貢献しようと開業したわけですが、日々の診療で
はこちらが患者さんから教わることのほうが多い
ことに気づかされ、何年たっても反省と学習の毎
日です。これからも学んだことをできるだけ多く
の患者さんにお返しできるように当院スタッフと
ともに診療に臨みたいと思っております。

当院は、2010 年 11 月に千曲市上徳間に「小児科」
と「アレルギー科」が専門のクリニックとして開院い
たしました。子どもさんの病気の多くは感染症です。
最近はワクチンの種類が増え、それらのワクチンで守
れる感染症は減りつつあります。大切なお子さんを守
るための生後 2 か月からのワクチン接種のため、当
院では、スタッフ誰でもスケジュールを組めるよう勉
強会をして取り組んでおります。また、食物アレル
ギー、アトピー性皮膚炎、気管支喘息、花粉症、アレ
ルギー性鼻炎などアレルギー疾患につきましては、小
児に限らず大人の方も診察しております。スギ花粉症
に舌下免疫療法（12 歳以上）があるのをご存知でしょ
うか。すでに開始された患者様方の経過はとても良好
です。またダニアレルギーについても同様の治療

（12 歳以上）ができるようになりました。ご希望の方
はご相談ください。小児科は、生まれたばかりのお子
さんから思春期、青年期、そしてアレルギー科は、時
にはご年配の方まで診察させて頂いております。地域
の皆様に信頼される医療を提供できるよう努めて参り
ます。宜しくお願いいたします。

診療科目：整形外科、リウマチ科、リハビリテーション科、麻酔科
診療時間：（右表参照）
休 診 日 ： 木曜･土曜午後

日曜･祝祭日
〒387-0007

長野県千曲市屋代 858-4
TEL：026-273-6611

診療科目：小児科・アレルギー科
診察時間：（右表参照）
休 診 日 ：

〒389-0805
長野県千曲市上徳間 787-1

TEL：026-261-5221

 みやばやし ようこ やすかわ ゆきひろ

第 1・3 水曜日、日曜
祝日、水・土曜日午後

診療時間 月 火 水 木 金 土 日

午前8:45～12:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ /

午後3:00～6:00 ○ ○ /○ ○ / /

診療時間
 

一般の診療
 乳幼児 予防接種 

（完全予約制） 
午前 月～土 8：45 ～ 12：00 （第1・第3水曜は休診） 

午 
後 

月・木 3：00 ～5：30 2：30 ～3：00 
火・金 3：30 ～5：30 2：30 ～3：30 
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n

院病 祭

2017.4.23

４
月
23
日
（
日
）
に
、
第
20
回
病
院

祭
あ
い
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

病
院
創
立
50
周
年
を
む
か
え
、
例
年

以
上
の
も
の
に
な
る
よ
う
職
員
一
同
協

力
し
、
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
の
病
院
祭

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
病
院
祭
に
合
わ
せ
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
訓
練
を
行
い
、
訓
練
終
了
後
に

は
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
見
学
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
ヘ
リ
ポ
ー
ト
上
は
多
く
の
見
学

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
に

合
わ
せ
、
佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
副
部
長
の
渡
部
修
先
生
に

よ
る
「
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー
が
語
る
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
秘
密
」
と
題
し
た
講
演

も
開
催
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
目
玉
企
画
と
し
て
、
手

相
芸
人
と
し
て
大
人
気
の
島
田
秀
平
さ

ん
を
ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
、「
開
運
手
相

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。
地

元
篠
ノ
井
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
会
場
は
多
く
の
来
場
者

で
あ
ふ
れ
か
え
り
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
医
療
機
器
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
医
師
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
や
実
際
に
医
療
機
器
に
触
れ
て

い
た
だ
き
、
来
場
者
か
ら
大
人
気
で
し

た
。お

か
げ
さ
ま
で
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

4
0
0
0
人
を
超
え
る
方
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
来
場
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小池統括院長
あいさつ

池野実行委員長
あいさつ

ミ
ニ
講
演
：「
認
知
症
の
予
防
」
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

ミ
ニ
講
演
：「
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー
が
語
る
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
秘
密
」
佐
久
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
副
部
長
渡
部
医
師

ミ
ニ
講
演
：「
知
っ
て
得
す
る
糖
尿
病
の
話
」
山
内
副
院
長

特
別
講
演
「
開
運
手
相
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
島
田
秀
平
さ
ん

相
談
コ
ー
ナ
ー
（
島
田
医
師
）

医
療
展(

パ
ネ
ル
展
示
）

歯
の
相
談
（
更
級
歯
科
医
師
会
）

開催しました



ドクターヘリがやってきた！
３００人を超える皆さんが見学に訪れました。

多くの方のご来場ありがとうございました
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Ｒ
ｈ
式
血
液
型

Ｒ
ｈ
式
血
液
型
に
は
Ｄ
、Ｃ
、ｃ
、

Ｅ
、ｅ
の
５
つ
の
代
表
的
な
抗
原
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
Ｄ
の
影
響

力
が
も
っ
と
も
強
い
の
で
、Ｄ
が
あ

る
か
な
い
か
で
Ｒ
ｈ
D
陽
性
・
Ｒ
ｈ

輸
血
は
、
貧
血
や
け
が
・
手
術
で
、

酸
素
を
運
ぶ
赤
血
球
や
出
血
を
止
め

る
血
小
板
・
凝
固
因
子
が
不
足
し
た

場
合
に
、
必
要
な
血
液
成
分
を
補
う

重
要
な
治
療
で
す
。

今
回
は
安
全
な
輸
血
を
行
う
た
め

の
検
査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

血
液
型
検
査

血
液
型
と
い
う
と
Ａ
Ｂ
Ｏ
式
が
有

名
で
す
が
、
赤
血
球
の
膜
の
表
面
に

は
、
図
の
よ
う
に
型
を
決
め
る
物
質

が
多
数
あ
り
、
血
液
型
は
実
に
２
０

０
種
類
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

Ａ
Ｂ
Ｏ
式
血
液
型

輸
血
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
検

査
で
す
。Ａ
Ｂ
Ｏ
式
血
液
型
で
は
自

然
免
疫
（
抗
体
）
と
い
っ
て
、
自
分

が
持
っ
て
い
な
い
型
物
質
に
対
す
る

抗
体
を
持
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。Ａ
型
の
人
は
抗
Ｂ
抗
体
、Ｂ
型
の

人
は
抗
Ａ
抗
体
、Ｏ
型
の
人
は
両
方

の
抗
体
を
持
っ
て
い
て
、
AB
型
の
人

は
ど
ち
ら
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、Ａ
Ｂ
Ｏ
式
血
液
型
を
間
違

え
て
輸
血
す
る
と
、
入
っ
て
き
た
赤

血
球
が
即
破
壊
さ
れ
、
非
常
に
危
険

な
状
態
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、Ｏ
型

の
赤
血
球
は
、Ａ
抗
原
も
Ｂ
抗
原
も

持
っ
て
い
な
い
た
め
Ａ
型
、Ｂ
型
、

AB
型
の
人
に
赤
血
球
を
入
れ
て
も
副

作
用
は
お
き
な
い
こ
と
か
ら
、
輸
血

前
に
血
液
型
が
分
か
ら
な
い
緊
急
時

に
は
型
違
い
で
も
使
用
し
て
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
頻

度
は
Ａ
型
：
40
％
、Ｏ
型
30
％
、Ｂ
型

20
％
、
AB
型
10
％
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

7

輸
血
検
査
に
つ
い
て

ABO式血液型の模式図

 

 

 

 

 

 

 

 



⑦

そ
れ
以
外
で
輸
血
に
重
要
な

血
液
型
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す

Duff

型
、Kidd

型
、Diego

型
、

Xg

型
、Jra

型
な
ど
20
種
類
以
上
あ

り
ま
す
。

不
規
則
抗
体
検
査

血
液
の
中
に
Ａ
Ｂ
Ｏ
式
以
外
の
血

液
型
抗
原
に
反
応
す
る
抗
体
が
あ
る

か
ど
う
か
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
過

去
の
輸
血
や
妊
娠
な
ど
が
き
っ
か
け

で
、
自
分
が
持
た
な
い
血
液
型
抗
原

の
血
液
が
入
っ
て
き
た
時
、
そ
の
抗

原
に
反
応
す
る
抗
体
が
で
き
る
事
が

あ
り
ま
す
。
抗
体
が
あ
る
と
赤
血
球

を
破
壊
す
る
た
め
、
見
つ
か
っ
た
場

合
は
そ
の
型
を
つ
き
と
め
、
反
応
し

な
い
血
液
を
探
し
て
選
び
ま
す
。
不

規
則
抗
体
の
有
無
を
事
前
に
確
認
す

る
こ
と
は
、
血
液
製
剤
の
確
保
に
大

変
重
要
で
す
。

交
差
適
合
試
験

輸
血
を
受
け
る
患
者
さ
ん
の
血
液

と
輸
血
用
血
液
製
剤
と
を
混
ぜ
、
そ

の
反
応
を
確
認
し
ま
す
。
こ
こ
で
凝

集
（
塊
）
や
赤
血
球
の
破
壊
（
溶
血
）

の
反
応
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
を
適

合
す
る
血
液
と
み
な
し
輸
血
し
ま

す
。こ

れ
ら
の
３
つ
の
検
査
を
迅
速
・

確
実
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
安
全
な

輸
血
が
で
き
ま
す
。

献
血
に
よ
る
血
液
は
、
日
本
赤
十

字
社
が
現
在
の
技
術
で
可
能
な
限
り

の
検
査
を
行
っ
て
お
り
、
輸
血
用
血

液
製
剤
の
安
全
性
は
格
段
に
向
上
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
限
界
も

あ
り
、Ｂ
型
・Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
・

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
可
能

性
は
き
わ
め
て
少
な
い
で
す
が
、
な

い
と
も
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
厚
生
省
の
指
針
に
よ
り
、
輸
血
後

感
染
検
査
が
勧
め
ら
れ
、
輸
血
に
よ

る
感
染
と
判
明
し
た
場
合
は
被
害
救

済
制
度
が
あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
輸

血
後
3
ヶ
月
を
目
安
に
検
査
を
受
け

て
い
た
だ
く
よ
う
に
連
絡
を
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｂ
Ｏ
式
血
液
型
は
占
い
や
性
格

判
断
な
ど
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
本

当
の
と
こ
ろ
ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
手
術
や
治
療
で
輸

血
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
は
大
変
重

要
な
も
の
で
す
。
日
本
で
は
AB
型
Rh

（
－
）
の
人
は
数
が
少
な
く
、
血
液

の
確
保
が
難
し
い
時
も
あ
り
ま
す
。

自
分
の
血
液
型
が
ま
れ
な
も
の
で
な

い
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
良
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

D
陰
性
と
表
記
し
て
い
ま
す
。
ま

た
Ａ
Ｂ
Ｏ
式
と
違
っ
て
、Ｄ
抗
原
が

な
い
人
が
最
初
か
ら
抗
Ｄ
抗
体
を

持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

貧血、手術の出血
などで使われます。
赤血球が不足のた
め、末梢循環への十
分な酸素の供給がさ
れない時、酸素を供
給する目的で使用し
ます。

血液を固まらせる
ために、重要な働き
をする「凝固因子」
が豊富に含まれてい
ます。手術や病気で
この凝固因子が不足
して、血が止まりに
くい時に使われま
す。

手術や病気で血
小板が減少した時
に、出血を防止す
るために使われま
す。

手術の時、一定量以上の
出血が予測される方や、血
液型がまれな方に、手術前
に患者さん自身の血液を事
前に採血しておき、手術中、
後に輸血します。自己血輸
血は自身が供血者であるた
め、安全性が高く、輸血副
作用も少ないです。

赤
血
球
濃
厚

新
鮮
凍
結
血
漿

濃
厚
血
小
板

自
己
血

血液型の反応例

当
院
で
は
輸
血
に
よ
る
事
故
を
防
ぎ
、
安

全
な
輸
血
を
行
う
た
め
に
検
査
用
検
体
の

採
血
か
ら
輸
血
終
了
ま
で
の
手
順
を
厳
し

く
定
め
実
施
し
て
い
ま
す
。

39.80%

0.20%
29.90%

0.15%

19.90%

0.10%

9.90%

0.05%

A RhD(+)

A RhD(-)

O RhD(+)

O RhD(-)

B RhD(+)

B RhD(-)

AB RhD(+)

AB RhD(-)

日本人の血液型の発現率
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●材料（2人分）
豚ロース角切り 50ｇ
酒・塩         少々
小麦粉    少々
人参         1/3 本
小松菜            1 束
生姜   少々
ゴマ油            小さじ 1
出し汁    1 カップ
しょうゆ         小さじ 1
砂糖               小さじ 1
黒酢    小さじ 1

●栄養価 (１人分 )：熱量：213kcal たんぱく質：11.1g 塩分：1.1g

●材料（2人分）
トマト  1/2 個
ズッキーニ 1/2 本
玉ねぎ          1/4 個
なす         1/2 本
ニンニク  少々
オリーブ油        小さじ 1/2
コンソメ 2ｇ
カレー粉 少々
砂糖 小さじ 1/2
塩・こしょう 少々
水 1/2 カップ

●栄養価 (１人分 )：熱量：62kcal たんぱく質：1.5g 塩分：1.0g

紹介レシピ
①

紹介レシピ
②

夏野菜のカレースープ

豚肉の黒酢煮

夏野菜を沢山使った具沢山のスープです。カレー粉を使うことで香りと刺激が
あるので食欲増進の効果があります。水分とビタミン、食物繊維などが摂れ、
温かいスープが体を温めます。

豚肉には疲労回復効果のあるビタミン B1 が多く含まれています。黒酢に含ま
れる有機酸も疲労物質を分解してくれます。脂身の肉も酢の味でさっぱりと食
べることができます。

●作り方
①豚ロースは酒・塩をふり、漬けておく。
②人参は乱切りにする。小松菜は根元を良く洗ってから茹で、
  3cm 程の長さに切っておく。生姜は千切りにする。
③豚ロースに小麦粉を軽くはたき、熱した鍋にごま油を入れて肉の

表面を焼く。肉の表面が焼けたら、人参・生姜・出し汁を加えて煮る。
④人参に火が通ってきたら調味料を加え、煮立てる。全体的に照り

が出てくるまで煮詰めたら皿に盛り、小松菜を彩りに添える。

●作り方
①トマト、ズッキーニ、玉ねぎ、なすは 1 ～ 2cm
   程度の角切りにする。ニンニクはスライスにしておく。
②鍋でオリーブ油を熱し、スライスしたニンニクを入れ
  て香りを付ける。
③野菜を入れて軽く炒め、水とコンソメ、カレー粉を加え
  て煮る。
④野菜に火が通ったら、塩・こしょうで味を整える。
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№59

はじめまして。今年の４月から１年目の初期臨床研修医としてＪＡ長野厚生連南長野
医療センター篠ノ井総合病院に勤務させていただいている飯島靖博と申します。まだま
だ不慣れではありますが、患者さんやその家族、近隣の皆さん、スタッフの皆さんに支
えられながら非常に有意義な研修をさせていただいております。医療人としてこの地域
に貢献できるよう精一杯努力してまいります。よろしくお願いします。

出身地は長野市の川中島で、高校卒業まで川中島で生まれ育ちました。出身大学は東
京都の品川区にある昭和大学です。都会にあこがれて上京し楽しい大学生活を送ること
ができましたが、自分には都会の喧騒よりも静かで山に囲まれた長野の地が性に合って
いるのではないかとも感じました。

大学時代は空手道部、自動車部、白馬診療部に所属しておりました。仲間と共に切磋
琢磨しながら目標に向かって必死に努力した経験は何物にも代えがたいものでありまし
た。私はこのように３つの部活を６年生の夏以降も掛け持ちしながら学生生活を送って
いたので時間がなく苦しい試験勉強でしたが、無事に卒業が決まり国家試験にも合格す
ることができました。

自分は学生時代に自動車部だったこともあり、レースやラリーだけでなくドライブも
趣味です。そこで近隣のおすすめドライブルートについて書きたいと思います。

1 つは猿ヶ馬場峠 ( 国道 403 号線 ) です。千曲市と麻績村の間を通っている道路です。
国道ということもあり峠道にしては道幅が広めであり、車通りも少ないので走りやすい
です。千曲市方面には千曲川展望公園という小さな公園があり、眼下に善光寺平が一望
できます。昼間に行っても綺麗なパノラマスポットですが、おすすめは夜景が望める夜
です。千曲川を中心とした善光寺平のダイナミックな夜景や田毎の月を楽しむことがで
きます。また、周囲に街灯などの明かりがないのでより綺麗な夜景を鑑賞することがで
きます。

もう１つは四十八曲峠（長野県道 55 号線）です。こちらも千曲市と麻績村の間を通っ
ている道路です。猿ヶ馬場峠に比べると景観はやや劣りますが、市街地や北アルプスま
で望むことができます。また、道路はとても綺麗に整備されており車通りはさらに少な
いので快適な山岳ドライブを楽しむことができます。

長野にはビーナスラインや軽井沢など有名なドライブ
ルートが数多くありますが、車通りの少ない山で
のんびりと景色を楽しみながらのドライブも
気分転換におすすめです。自分もドライブで
リフレッシュしながら研修医生活を送りたい
と思います。今後ともよろしくお願いします。

臨床研修医 飯島 靖博
いいじま やすひろ

2261し



21

接
遇
が
で
き
て
い
な
い
！

ど
の
部
署
の
職
員
も
接
遇
が
で
き
て
い
な
い
。
対
応
が

雑
。
説
明
不
足
。
初
め
て
来
た
患
者
に

は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。（
中
略
）

初
診
の
受
け
入
れ
が
悪
い
こ
と
は

知
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
受
診
す
る
に

は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
の
で
、
気

持
ち
よ
く
受
診
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

ほ
し
い
。

デ
イ
ル
ー
ム
に
お
茶
？

デ
イ
ル
ー
ム
に
お
湯
な
ど
が
出
る
と
大

変
助
か
る
。
お
湯
も
イ
ン
ス
タ
ン
ト
が
飲

み
た
い
、
お
茶
が
飲
み
た
い
と
思
っ
て
も
、

わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
い
た
だ
く
の
で
・
・
・
。

 

広
が
っ
て
大
声
で
・
・

院
内
を
職
員
の
方
が
広
が
っ
て
歩
き
な

が
ら
、
大
声
を
出
し
て
歩
い
て
い
る
の
は

い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

来
院
の
皆
さ
ん
に
不
快
な
印
象
を
与
え
る
行

動
を
慎
む
よ
う
改
め
て
職
員
に
周
知
す
る
と
と

も
に
、
再
度
病
院
職
員
と
し
て
の
接
遇
教
育
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。

お
湯
に
関
し
て
は
、
熱
傷
等
の
恐
れ
も

あ
る
た
め
出
来
る
限
り
職
員
が
管
理
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
遠
慮
な

く
職
員
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
職
員
同
士
が
連
携
し
、
ご
来
院
の
皆
様
が
不

便
を
感
じ
な
い
よ
う
に
行
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

接
遇
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後
も
い
っ
そ
う
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
昭
和
42
年
の
病
院
開
設
以
来
、
地
域
の
皆
様
の
命
と
健
康
を
守
る
べ
く
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
包
括
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、
さ
ら
に
よ
り
良
い
医
療
の
あ
り
方
を
考
え
実

践
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

？

 

※ご意見は原文のまま掲載しております、
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T O P I C S
当
院
は
50
周
年
を
記
念
し
、
長
野
市

の
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
で
「
病
院
創
立
50

周
年
記
念
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

タ
レ
ン
ト
の
山
田
邦
子
さ
ん
、
京
都
大

学
i
P
S
細
胞
研
究
所
顧
問
の
中
畑
龍

俊
先
生
（
長
野
県
辰
野
町
出
身
）
を
講

師
に
お
招
き
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
山
田
邦
子
さ
ん
は
「
大
丈
夫
だ

よ
、
が
ん
ば
ろ
う
！
」
と
題
し
、
自
身

の
デ
ビ
ュ
ー
当
時
の
話
や
乳
が
ん
を
体

験
し
た
経
験
を
、
持
ち
前
の
お
笑
い
セ

ン
ス
を
交
え
な
が
ら
、
楽
し
く
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。
が
ん
だ
け
で
な
く
病
気

と
闘
う
た
め
に
は
日
常
生
活
か
ら
笑
っ

て
免
疫
力
を
た
か
め
る
こ
と
が
大
切
だ

と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

中
畑
龍
俊
先
生
は
「
i
P
S
細
胞
を
用

い
た
今
後
の
医
療
」
と
題
し
、
i
P
S

細
胞
の
発
見
か
ら
現
在
行
わ
れ
て
い
る

研
究
や
臨
床
の
状
況
、
ま
た
i
P
S
細

胞
が
今
後
の
医
療
に
ど
の
よ
う
な
効
果

を
与
え
我
々
一
般
市
民
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
か
、
分
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
約
4
0
0
人
の
皆
さ
ん
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

50
周
年
記
念
講
演
会
開
催

2
0
1
7
年
4
月
25
日(

火)

に

創
立
50
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀

会
を
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野

に
て
挙
行
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
来
賓
・

関
係
者
約
1
5
0
名
の
方
々
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
、
無
事
滞
り
な
く
終
了

し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
主
催
者
挨
拶
と
し
て

J
A
長
野
厚
生
連
代
表
理
事
理
事
長

社
浦
康
三
及
び
当
院
統
括
院
長
小
池

健
一
よ
り
、
50
年
の
間
の
感
謝
の
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長

年
当
院
に
て
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
長
き
に
わ
た
り
活
動
さ
れ
た
皆

様
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま

た
来
賓
の
小
池
長
野
県
医
師
会
常
任

理
事
様
、
加
藤
長
野
市
長
様
、
田
中

信
州
大
学
医
学
部
長
様
、
飯
島
更
級

医
師
会
会
長
様
よ
り
当
院
へ
の
期
待

を
こ
め
た
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
式

典
の
最
後
に
は
50
年
の
歩
み
を
紹
介

す
る
映
像
の
上
映
を
行
い
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

創
立
50
周
年
記
念
式
典
開
催

4/22

4/25

講演する中畑龍俊氏会場をもりあげる山田邦子氏

ボランティアの皆さんに感謝状を贈呈 挨拶をする小池統括院長
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南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
発
足
式
4/13

3/25

3/25

編
集
後
記

（
J
・
M
）

J
A
長
野
厚
生
連
で
は
4
月
13
日

（
木
）
に
、
J
A
長
野
厚
生
連
関
係
者

約
50
名
が
参
加
し
、「
南
長
野
医
療
セ

ン
タ
ー
発
足
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
4
月
1
日
か
ら
の
当
院
と
新
町
病

院
の
業
務
統
合
に
伴
う
も
の
で
、

2
0
1
9
年
4
月
に
は
経
営
統
合
を
し

ま
す
。今
後
は
両
病
院
が
一
体
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
地
域
医
療

の
充
実
・
強
化
に
努
め
ま
す
。

固く握手をする（左から）本郷副統括院長、社浦代表理事理事長、小池統括院長

Ｓ
Ｂ
Ｃ
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
に

  

初
参
加

地
域
医
療
を
考
え
る
会
を
開
催

長
野
市
ト
イ
ー
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
Ｓ

Ｂ
Ｃ
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
7
に
初

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
体

験
」「
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
供
た
ち

に
夢
と
未
来
を
感
じ
て
も
ら
う
と
い
う

も
の
で
す
。
当
院
は
お
仕
事
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
「
お
医
者
さ
ん
・
看
護
師
さ
ん

体
験
」
を
担
当
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
子
供
用
白
衣
に
着
替
え
て

も
ら
い
、
聴
診
器
を
使
っ
て
心
臓
の
音

を
聞
い
た
り
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
や
超

音
波
検
査
、
腹
腔
鏡
な
ど
を
実
際
に
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

３
月
25
日
（
土
）
に
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
、「
第

24
回
地
域
医
療
を
考
え
る
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

  

こ
れ
は
、
院
長
を
は
じ
め
と
し
た
病
院
幹
部
・
職
員
が
、

当
院
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
や
地
域
住
民
の
方
の
率
直
な

ご
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
今
後
の
病
院
運
営
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

 

ま
ず
始
め
に
、
小
池
院
長
（
当
時
）
に
よ
る
病
院
の

概
況
説
明
を
行
い
、 

そ
の
後
、
村
田
脳
神
経
外
科
統
括
部

長
に
よ
る
講
演
「
脳
血
管
内
治
療
に
つ
い
て
」、
続
い
て

と
関
口
救
急
科
部
長
に
よ
る
講
演
「
篠
ノ
井
総
合
病
院
の

救
急
事
情
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

講
演
終
了
後
は
「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
、
医
療
・
福
祉
・

介
護
」
を
テ
ー
マ
に
懇
談
会
を
行
い
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

か
ら
当
院
へ
の
要
望
や
講
演
に
対
す
る
多
数
の
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

ブースは多くの家族連れで賑わいました。

懇談会では活発な意見交換が行われました。

こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
は
梅
雨
の
真

只
中
で
す
。
雨
は
多
い
し
、
蒸
し
暑
い
、

洗
濯
物
が
乾
か
な
い
、
食
中
毒
は
多
い
な

ど
あ
ま
り
過
ご
し
や
す
い
季
節
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
休
日
が
雨
だ
と
外
出
す
る
気
分

も
な
く
な
り
、
な
ん
と
な
く
憂
鬱
な
気
分

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
は
家

で
読
書
を
し
た
り
、
D
V
D
を
み
た
り
し

て
の
ん
び
り
過
ご
す
の
が
一
番
で
し
ょ
う

か
？
皆
さ
ん
は
梅
雨
の
季
節
を
ど
う
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？



 
  
     

 
  
  
  
 
  
 
  
  

平成 29 年 7月 1日現在
担当医表は予告なく変更されることがあります

      


